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図書館だより 都城市立図書館	 ☎ 22－0239
高城図書館	 ☎ 58－4224

◎問い合わせ
今月のおすすめの本

都
城
島
津

伝
承
館
だ
よ
り

　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
、
都
城
島
津
家
に
は
絵
画
に
長
け
た

武
士
が
多
数
仕
え
ま
し
た
。
中
で
も
、

秀
才
と
し
て
た
た
え
ら
れ
た
絵
師
が
財

部
盛せ

い
ち
ん陳
で
す
。
盛
陳
は
、
都
城
に
雪
舟

流
水
墨
画
を
伝
え
た
秋し

ゅ
う
げ
つ
と
う
か
ん

月
等
観
の
一
番

弟
子
で
あ
る
、
財
部
寿じ

ゅ
ふ
く
ぼ
う
と
う
け
ん

福
坊
等
見
の
子

孫
に
当
た
り
ま
す
。

　

戦
国
時
代
以
降
、
日
本
画
の
世
界
で

は
狩か

の

う野
家
が
台
頭
。
全
国
諸
藩
の
絵
師

た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
狩
野
家
に
弟
子
入
り

し
ま
し
た
。
盛
陳
も
そ
の
一
人
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
て
、
代
表
作
「
波
図
屏

風
」
は
、「
高こ

う
ら
い
と
ら
が
り
ず
び
ょ
う
ぶ

麗
虎
狩
図
屏
風
」
の
作

者
で
あ
る
永
井
慶け

い

竺じ
く

も
絶
賛
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
波
図
屏
風
」
を
修
復
し
、

16
年
振
り
に
公
開

し
ま
す
。
修
復
中

に
、
都
城
島
津
家

が
こ
の
屏
風
を
修

理
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し

た
。
都
城
島
津
家

に
大
切
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
同
作
品

を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
大だ

い
か
く
じ

覚
寺
尊そ

ん
ゆ
う宥

義ぎ
し
ょ
う
そ
う
じ
ょ
う

昭
僧
正
願が

ん
も
ん文

」

　

室
町
幕
府
の
足
利
義よ

し

持も
ち

が
後
継
者
を

決
め
ず
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
１
４ 

２
８
年
に
義ぎ

え

ん円
・
義ぎ

し
ょ
う昭
・
永え

い
り
ゅ
う隆
・
義ぎ

し
ょ
う承

の
４
人
の
中
か
ら
後
継
者
を
く
じ
で
選

ぶ
こ
と
に
な
り
、
義
円
が
将
軍
足
利

義よ
し
の
り教

と
な
り
ま
し
た
。

　

く
じ
に
外
れ
た
義
昭
は
、
将
軍
に
な

っ
た
義
教
か
ら
逃
れ
る
た
め
姿
を
隠
し
、

１
４
３
９
年
の
夏
、
日
向
（
宮
崎
県
）

に
下
り
ま
す
。

　

日
向
で
は
、
中
郷
を
本
拠
と
す
る
鬼

束
氏
が
義
昭
を
か
く
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
願
文
は
、
義
昭
が
当
時
梅
北
町
に
あ

っ
た
神
柱
宮
に
、「
天
下
を
治
め
た
暁

に
は
神
社
に
領
地
を
寄
進
す
る
」
と
約

束
し
て
納
め
た
も
の
で
、
市
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、

義
昭
の
願
い

は
届
か
ず
１ 

４
４
１
年
３

月
、
串
間
の

永
徳
寺
に
隠

れ
て
い
た
と

こ
ろ
を
攻
め

ら
れ
、
自
害

し
ま
し
た
。

「
波な

み

図ず

屏び
ょ
う

風ぶ

」

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

 

文
化
財
課　

☎
23
㆐
９
５
４
７

問

※読み聞かせ会などの情報は、P18をご覧ください

都城市立図書館：「認知症について」「カレーライスの日」「冬の絵本」ほか
高城図書館：「お楽しみ企画『絵本福袋』」「防災ボランティア」ほか特設コーナー

都城市立図書館	 ●休館日／1月18日・25日、2月1日・4日・8日・11日・15日	 ●開館時間／９：30～18：50
	 	 　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館	 ●休館日／1月17日・19日・26日、2月2日・6日・7日（正午から開館）・9日・11日	 ●開館時間／９：30～18：00

ぼくが本を読まない理
わ

由
け

夜中の電話
父・井上ひさし最後の言葉

今すぐ読みたい！１０代のためのＹＡ
ブックガイド１５０！

しんかいたんけん！　マリンスノー

井上ひさしが三女に語った遺言ともいえる77
の言葉。夜中の電話で伝えた、誰もが共感す
る娘への最後のメッセージ。

読書がニガテなのに、本を読む宿題が出るな
んてサイアク。でも、小説よりもっとミステリ
アスな「ぼくの秘密」に出合って…。

この本読まなきゃもったいない。27人の「本
のプロ」が選び抜いた旬のＹＡ（ヤングアダルト）
本150冊＋４冊を一挙解説。

なかよし兄弟が潜水艇に乗って不思議がいっ
ぱいの深海へ出発。さあ、大冒険のはじまりだ！

井上麻矢（著）　集英社インターナショナル（出版）

山本孝（作・絵）　小峰書店(出版)ジャネット・タージン（著）　小寺敦子（訳）
ジェイク・タージン（絵）　ＰＨＰ(出版)

金原瑞
みず

人
ひと

　ひこ・田中（監修）　ポプラ社（出版）

一般

児童

一般・青少年

児童・幼児

※都城歴史資料館の常設展で展示中



◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.2

ク イ ズ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

肉にまつわるモンゴルの習慣
　先日、市内に住んでいるパキスタン人の友だちに招かれ、

同僚たちと一緒に伝統的なパキスタン料理をごちそうになり

ました。そこでは、モンゴルにもある羊の骨付き肉を煮込ん

だ料理があり、味も似ていました。しかし、食べ方は全く違

っていました。

　パキスタン人は、柔らかく煮込んだ羊の肉を手でちぎって

食べますが、モンゴル人は、その場にいる一番目上の人が、

みんなに肩甲骨の肉を少しずつナイフで切り分けて食べます。

モンゴルでは、羊の肩甲骨の肉を歯でかみ切って食べたり、

手でちぎって食べたり、一人で食べたりすることはいけない

こととされています。その理由は、肩甲骨の肉は羊の部位の

中で最も貴重な部分で、尊敬する人へ贈るごちそうだからです。

　私は、「郷に入れば郷に従え」という言葉が好きで、いつ

も実行しています。初めはあまり食が進みませんでしたが、

臨席の友人に理由を話し、箸で取り分けてもらって、おいし

くいただくことができました。

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル）

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

問　①地域の課題解決に向けた取り組みを進める「◯
　　　◯おこし協力隊」。今回、高崎地区で奮闘する
　　　大原千佐子さんの取り組みを紹介しています。

答  
問　②回顧録2015の特集で、市民の皆さんが選ん

だ10大ニュースの第１位は「◯◯◯◯◯◯弁
ラジオ体操第１」。

 

答  

国
際
交
流
員
の
ソ
ヨ
ル
マ
ー
さ
ん
に
、祭
り
で
会
い
ま
し
た
。

「
ま
た
が
ん
そ
」
と
言
う
と
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
バ
ヤ
ル
タ

イ
（
さ
よ
う
な
ら
）」
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
て
も
明
る
い
ソ
ヨ
ち
ゃ
ん
と
、
ま
た
話
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
北
町　

い
っ
ぺ
こ
っ
ぺ
さ
ん
）

毎
週
見
て
い
る
サ
ザ
エ
さ
ん
で
、
都
城
市
が
紹
介
さ
れ
て

い
て
驚
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
風
景

が
出
る
と
、「
こ
こ
、
行
っ
た
こ
と
あ
る
ね
」
と
会
話
も
弾

み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓑
原
町　

い
ち
ご
さ
ん
）

ぼ
ん
ち
く
ん
の
生
み
の
親
、
今
村
幸
一
さ
ん
の
笑
顔
を
見

て
「
ぼ
ん
ち
く
ん
そ
の
も
の
だ
な
」
と
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
、
ま
す
ま
す
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
北
町　

ち
ー
い
ち
ゃ
ん
）

人
は
ふ
と
し
た
瞬
間
、
天
使
に
も
悪
魔
に
も
な
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
忙
し
い
世
の

中
で
も
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
関
係

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
北
町　

Ｍ
・
Ｈ
さ
ん
）

毎
日
の
よ
う
に
、
児
童
虐
待
の
事
件
が
報
道
さ
れ
心
が
痛

み
ま
す
。ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
心
の
ゆ
と
り
も
な
く
な
り
、

身
近
に
い
る
子
ど
も
に
危
害
を
加
え
て
し
ま
う
こ
と
が
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
葉
町　

ホ
ッ
ト
マ
ン
さ
ん
）

国際
交流員の
ひとりごと

■11月号クイズの結果【応募総数107通】
　◎正解／①島津  ②気仙沼　



POST  CARD

8 8 5 8 5 5 552円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の
施設案内

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  NO.121  2016年１月号）

※1月21日～2月15日の日程

商品提供事業者
大牟田農産加工センター（高崎町）　☎62-5016

【地場産品詰め合わせ　 ２人】

この季節にぴったりの
柚子こしょうや甘酒、
あくまきなどの手作り
加工品をプレゼント。
愛情がたっぷり込もっ
た、おいしいものの数 
々を、ぜひ、ご賞味くだ
さい。

◎�応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話 
番号と、 わたしの一言や１月号を読んだ感想を書い
て〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中か
ら抽選で2人にプレゼントを差し上げます。

　※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選者への
　　商品発送以外には利用しません

◎応募締め切り　2月1日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙３月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集しています。
　詳細については秘書広報課まで問い合わせください

◎11月号当選者　山口愛美さん（高城町大井手）

◦美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 無料
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎都城島津邸・美術館合同展「都城　美の足

そ く

跡
せ き

～雪舟ゆか
りの絵師から現代作家まで～」　2月28日㈰まで
※観覧料　一般350円　高校・大学生300円　中学生以下は無料

◦都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
 ※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「むかしの道具展～これってなあに？～」
　　　　　１月16日㈯～４月17日㈰まで

◦都城島津邸（早鈴町）	 ☎23-2116
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
観	覧	料 「本宅」小学生以上100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※2月8日㈪～12日㈮は展示替え作業のため伝承館は休館
◎都城島津邸・美術館合同展　2月7日㈰まで
◎収蔵史料展　「都城と都城島津家」2月13日㈯～
　収蔵展期間中の伝承館の観覧料は　
　一般210円　高校・大学生160円　小・中学生100円
※2月28日㈰まで、中学生以下は無料

◦人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦山之口弥五郎どんの館（山之口町）　☎57-3713
開館時間 ９：00～17：00
入	館	料 無料
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58-6900
開館時間 10：00～16：00
入	館	料 大人200円　小・中学生100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦たちばな天文台（高崎町）	 ☎62-4936
開館時間 10：00～15：00
金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
入	館	料 中学生以上310円　小学生100円
休	館	日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎親子星空観察教室　2月14日㈰　19：00 ～



１
月

31日㈰　９：00 ～
高崎クロスカントリー大会
【高崎総合公園多目的広場周辺】
問 同大会事務局　☎62-1111

２
月

７日㈰　10：00 ～
南九州駅伝競走大会�【国道221号～国道10号】
問 スポーツ振興課　☎23-9546

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
情
報

１月24日㈰～31日㈰
Ｊリーグ「ツエーゲン金沢」　　
２月１日㈪～８日㈪
Ｊリーグ「栃木ＳＣ」
【高城運動公園多目的広場】
問 みやこんじょＰＲ課　☎23-2615

27 2016年１月　広報都城

インフォメーション

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

■毎週木曜日　市民課窓口は17:15〜19:00まで夜間対応
■土・日曜日　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行　

　　　　　　  9:30〜17:00（12:00〜13:00を除く）

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15  ※土・日・祝日は閉庁

　1月1日、新しい都城市が誕生して10年を迎えま
した。広報都城も今月号で121号を数えます。市
では、合併10周年を記念してさまざまな事業を開
催しています。広報担当では、この10年間を振り
返り、広報都城や表紙写真を、2月5日に総合文化
ホールで開催する記念式典の会場のほか、各総合
支所などで展示します。まちの移り変わりや10年
の歩みを、ぜひ、ご覧ください。（道）

イベントカレンダー（1月21日～2月15日）
※【　　　】内は場所、問は問い合わせ先

スマートフォンからも
市政情報がご覧に
なれます

都城市現住人口

今月の表紙 華やかな歴史絵巻

　11月23日、都城島津発祥まつりのメーンイベント「明道館パ
レード」が行われました。都城島津家の歴代当主や幕末に活躍し
た都城一番隊などに扮した参加者
らが、都城島津邸から神柱宮まで
を華やかに練り歩くと、沿道から
は歓声が沸き上がりました。また、
神柱公園では自

じ

顕
げ ん

流
りゅう

けい古などを
体験する島津荘園が開催され、た
くさんの来場者でにぎわいました。

都城市出身でフランス・ストラスブール音
楽院を首席で卒業した上野芽実さんと、小
林市出身で世界的に活躍する大萩康司さん
によるクラシックギターデュオリサイタル
を開催します。

●日　時　2月21日㈰　14：00～16：00予定
●料　金　一般2,600円、ペア5,000円、
　（前売り）			高校生以下1,800円
※当日は一般3,000円、高校生以下2,000円
　未就学児の入場はご遠慮ください
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

大萩康
やす

司
じ

&上野芽
め

実
み

クラシックギターデュオリサイタル

平成27年12月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,488世帯 （－47） （272）
人口総数 165,285人 （－38）（－1,031）
男　　性 77,525人 （－16）（－346）
女　　性 87,760人 （－22）（－685）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

小川和紘さん（サクソ
フォン）と佐田真実さん
（ピアノ）の演奏で、バ
レンタインを思い出に
残る１日にしませんか。
「星に願いを」、「いつか
王子様が」などの名曲
を演奏する予定です。

●日　時　２月14日㈰
　　　　　開演18：00（開場17：30）
●料　金　全席自由　500円（当日支払い）
　　　　　※未就学児などの膝上鑑賞は無料
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

バレンタインデーはミュージックデートをしよう♪

サクソフォン コンサート




